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(57)【要約】
【課題】意匠性を高めたトップオープン型のカートンを 
提供する。
【解決手段】ブランク板を製函して形成されたカートン 
であって、ブランク板は、上天面パネル、後面パネル、 
底面パネル、前面パネル、下天面パネル、および一対の 
側面パネルと、を備え、上天面パネルと下天面パネルと 
は、上天面パネルが下天面パネルの上側に位置するよう 
に互いに重ねられて、上天面パネルは、上面パネルの後 
面パネル側の端部に位置するヒンジ部と、ヒンジ部を回 
転軸として上側に開放する蓋部と、を有し、下天面パネ 
ルは、蓋部に接着される第１切除部と、第１切除部を囲 
む第１破断線と、第１破断線に繋がる第２破断線と、第 
１破断線の少なくとも一部、および第２破断線に囲まれ 
る第２切除部と、を有する、カートン。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　8　　ＯＬ　（全14頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ブ ラ ン ク 板 を 製 函 し て 形 成 さ れ た カ ー ト ン で あ っ て 、
　 前 記 ブ ラ ン ク 板 は 、 上 天 面 パ ネ ル 、 後 面 パ ネ ル 、 底 面 パ ネ ル 、 前 面 パ ネ ル 、 下 天 面 パ ネ  
ル 、 お よ び 一 対 の 側 面 パ ネ ル と 、 を 備 え 、
　 前 記 上 天 面 パ ネ ル と 前 記 下 天 面 パ ネ ル と は 、 前 記 上 天 面 パ ネ ル が 前 記 下 天 面 パ ネ ル の 上  
側 に 位 置 す る よ う に 互 い に 重 ね ら れ 、
　 前 記 上 天 面 パ ネ ル に は 、 折 れ 線 部 を 回 転 軸 と し て 上 側 に 開 く 蓋 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 下 天 面 パ ネ ル に は 、
　 　 一 つ な が り の ル ー プ 状 に 形 成 さ れ る 第 １ 破 断 線 と 、
　 　 前 記 第 １ 破 断 線 に 囲 ま れ 前 記 蓋 部 に 接 着 さ れ る 第 １ 切 除 部 と 、
　 　 前 記 第 １ 破 断 線 に 繋 が る 第 ２ 破 断 線 と 、
　 　 前 記 第 １ 破 断 線 の 少 な く と も 一 部 、 お よ び 前 記 第 ２ 破 断 線 に 囲 ま れ る 第 ２ 切 除 部 と 、  
が 設 け ら れ る 、
カ ー ト ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 第 ２ 切 除 部 に は 、 文 字 情 報 、 図 形 、 図 柄 、 も し く は 写 真 の 少 な く と も 一 つ を 含 む 印  
刷 が 施 さ れ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の カ ー ト ン 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 下 天 面 パ ネ ル に は 、 複 数 の 前 記 第 １ 切 除 部 が 設 け ら れ 、
　 前 記 第 ２ 切 除 部 は 、 複 数 の 前 記 第 １ 切 除 部 の う ち 、 少 な く と も ２ つ の 間 に 配 置 さ れ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の カ ー ト ン 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 第 ２ 破 断 線 の 破 断 強 度 は 、 前 記 第 １ 破 断 線 の 破 断 強 度 よ り も 大 き い 、
請 求 項 １ に 記 載 の カ ー ト ン 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 第 １ 破 断 線 、 お よ び 前 記 第 ２ 破 断 線 は 、
　 　 破 断 方 向 に 沿 っ て 線 状 に 延 び る 複 数 の 切 込 部 と 、
　 　 前 記 切 込 部 同 士 の 間 に 位 置 す る 複 数 の 連 結 部 と 、 を そ れ ぞ れ 有 し 、
　 前 記 第 ２ 破 断 線 の 前 記 連 結 部 の 長 さ の 総 和 は 、 前 記 第 １ 破 断 線 の 前 記 連 結 部 の 長 さ の 総  
和 よ り も 長 い 、
請 求 項 ４ に 記 載 の カ ー ト ン 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 第 １ 破 断 線 、 お よ び 前 記 第 ２ 破 断 線 は 、
　 　 破 断 方 向 に 沿 っ て 線 状 に 延 び る 複 数 の 切 込 部 と 、
　 　 前 記 切 込 部 同 士 の 間 に 位 置 す る 複 数 の 連 結 部 と 、 を そ れ ぞ れ 有 し 、
　 前 記 第 ２ 破 断 線 の 前 記 切 込 部 に 対 す る 前 記 連 結 部 の 比 率 は 、 前 記 第 １ 破 断 線 の 前 記 切 込  
部 に 対 す る 前 記 連 結 部 の 比 率 よ り も 大 き い 、
請 求 項 ４ に 記 載 の カ ー ト ン 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 蓋 部 に は 、
　 　 一 つ な が り の ル ー プ 状 に 形 成 さ れ る 第 ３ 破 断 線 と 、
　 　 前 記 第 ３ 破 断 線 に 囲 ま れ 前 記 第 ２ 切 除 部 に 接 着 さ れ る 第 ３ 切 除 部 と 、 が 設 け ら れ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の カ ー ト ン 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 蓋 部 の 前 記 第 ２ 切 除 部 と 重 な る 部 分 に は 、 開 口 部 が 設 け ら れ る 、
請 求 項 １ に 記 載 の カ ー ト ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
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【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 カ ー ト ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 紙 製 の ブ ラ ン ク 板 を 製 函 す る こ と に よ っ て 形 成 さ れ る カ ー ト ン の 一 種 と し て 、 六 面 体 の  
天 面 に 開 口 部 が 形 成 さ れ る と と も に 、 開 口 部 を 封 止 す る た め の 蓋 部 が 設 け ら れ た 、 い わ ゆ  
る ト ッ プ オ ー プ ン 型 の カ ー ト ン が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 こ の よ う な ト  
ッ プ オ ー プ ン 型 の カ ー ト ン は 、 菓 子 な ど の 物 品 を 収 納 し て 販 売 す る た め に 好 適 に 用 い ら れ  
て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ５ － ０ ５ ４ ７ １ ０ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ト ッ プ オ ー プ ン 型 の カ ー ト ン を は じ め と す る さ ま ざ ま な カ ー ト ン に お い て 、 さ ら に 意 匠  
性 を 高 め た 構 造 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 意 匠 性 を 高 め た カ ー ト ン を 提 供 す る こ と を 目 的 の 一 つ と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 の カ ー ト ン は 、 ブ ラ ン ク 板 を 製 函 し て 形 成 さ れ た カ ー ト ン で あ っ て 、 前  
記 ブ ラ ン ク 板 は 、 上 天 面 パ ネ ル 、 後 面 パ ネ ル 、 底 面 パ ネ ル 、 前 面 パ ネ ル 、 下 天 面 パ ネ ル 、  
お よ び 一 対 の 側 面 パ ネ ル と 、 を 備 え 、 前 記 上 天 面 パ ネ ル と 前 記 下 天 面 パ ネ ル と は 、 前 記 上  
天 面 パ ネ ル が 前 記 下 天 面 パ ネ ル の 上 側 に 位 置 す る よ う に 互 い に 重 ね ら れ 、 前 記 上 天 面 パ ネ  
ル に は 、 折 れ 線 部 を 回 転 軸 と し て 上 側 に 開 く 蓋 部 が 設 け ら れ 、 前 記 下 天 面 パ ネ ル に は 、 一  
つ な が り の ル ー プ 状 に 形 成 さ れ る 第 １ 破 断 線 と 、 前 記 第 １ 破 断 線 に 囲 ま れ 前 記 蓋 部 に 接 着  
さ れ る 第 １ 切 除 部 と 、 前 記 第 １ 破 断 線 に 繋 が る 第 ２ 破 断 線 と 、 前 記 第 １ 破 断 線 の 少 な く と  
も 一 部 、 お よ び 前 記 第 ２ 破 断 線 に 囲 ま れ る 第 ２ 切 除 部 と 、 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 述 の カ ー ト ン に お い て 、 前 記 第 ２ 切 除 部 に は 、 文 字 情 報 、 図 形 、 図 柄 、 も し く は 写 真  
の 少 な く と も 一 つ を 含 む 印 刷 が 施 さ れ る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 述 の カ ー ト ン に お い て 、 前 記 下 天 面 パ ネ ル に は 、 複 数 の 前 記 第 １ 切 除 部 が 設 け ら れ 、  
前 記 第 ２ 切 除 部 は 、 複 数 の 前 記 第 １ 切 除 部 の う ち 、 少 な く と も ２ つ の 間 に 配 置 さ れ る 構 成  
と し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 の カ ー ト ン に お い て 、 前 記 第 ２ 破 断 線 の 破 断 強 度 は 、 前 記 第 １ 破 断 線 の 破 断 強 度 よ  
り も 大 き い 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 述 の カ ー ト ン に お い て 、 前 記 第 １ 破 断 線 、 お よ び 前 記 第 ２ 破 断 線 は 、 破 断 方 向 に 沿 っ  
て 線 状 に 延 び る 複 数 の 切 込 部 と 、 前 記 切 込 部 同 士 の 間 に 位 置 す る 複 数 の 連 結 部 と 、 を そ れ  
ぞ れ 有 し 、 前 記 第 ２ 破 断 線 の 前 記 連 結 部 の 長 さ の 総 和 は 、 前 記 第 １ 破 断 線 の 前 記 連 結 部 の  
長 さ の 総 和 よ り も 長 い 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 上 述 の カ ー ト ン に お い て 、 前 記 第 １ 破 断 線 、 お よ び 前 記 第 ２ 破 断 線 は 、 破 断 方 向 に 沿 っ  
て 線 状 に 延 び る 複 数 の 切 込 部 と 、 前 記 切 込 部 同 士 の 間 に 位 置 す る 複 数 の 連 結 部 と 、 を そ れ  
ぞ れ 有 し 、 前 記 第 ２ 破 断 線 の 前 記 切 込 部 に 対 す る 前 記 連 結 部 の 比 率 は 、 前 記 第 １ 破 断 線 の  
前 記 切 込 部 に 対 す る 前 記 連 結 部 の 比 率 よ り も 大 き い 構 成 と し て も よ い 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 述 の カ ー ト ン に お い て 、 前 記 蓋 部 に は 、 一 つ な が り の ル ー プ 状 に 形 成 さ れ る 第 ３ 破 断  
線 と 、 前 記 第 ３ 破 断 線 に 囲 ま れ 前 記 第 ２ 切 除 部 に 接 着 さ れ る 第 ３ 切 除 部 と 、 が 設 け ら れ る  
構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 の カ ー ト ン に お い て 、 前 記 蓋 部 の 前 記 第 ２ 切 除 部 と 重 な る 部 分 に は 、 開 口 部 が 設 け  
ら れ る 構 成 と し て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 意 匠 性 を 高 め た カ ー ト ン を 提 供 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 一 実 施 形 態 の カ ー ト ン の 斜 視 図 で あ り 、 蓋 部 を 閉 塞 し た 状 態 を 示 す 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 一 実 施 形 態 の カ ー ト ン の 斜 視 図 で あ り 、 蓋 部 を 開 い た 状 態 を 示 す 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 一 実 施 形 態 の カ ー ト ン の 斜 視 図 で あ り 、 蓋 部 を 開 き 第 ２ 切 除 部 を 切 除 し  
た 状 態 を 示 す 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 一 実 施 形 態 の カ ー ト ン を 展 開 し た ブ ラ ン ク 板 ２ の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 変 形 例 の カ ー ト ン の 斜 視 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 実 施 形 態 の カ ー ト ン １ に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 の 説 明  
に お い て 用 い る 上 下 方 向 は 、 カ ー ト ン １ の 蓋 部 ７ ０ を 開 く 際 の 姿 勢 の 一 例 で あ り 、 カ ー ト  
ン １ の 姿 勢 を 本 明 細 書 中 の 上 下 方 向 の 記 載 に 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ ～ 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 の カ ー ト ン １ の 斜 視 図 で あ り 、 図 １ は 蓋 部 ７ ０ を 閉 塞 し た 状  
態 を 示 し 、 図 ２ は 蓋 部 ７ ０ を 開 い た 状 態 を 示 し 、 図 ３ は さ ら に 第 ２ 切 除 部 ５ ９ を 切 除 し た  
状 態 を 示 す 。 図 ４ は 、 カ ー ト ン １ を 展 開 し た ブ ラ ン ク 板 ２ の 平 面 図 で あ り 、 ブ ラ ン ク 板 ２  
を そ の 外 面 側 か ら 見 た 状 態 を 示 す 。 な お ブ ラ ン ク 板 ２ の 外 面 と は 、 ブ ラ ン ク 板 ２ を 製 函 し  
て カ ー ト ン １ を 形 成 し た 際 に 外 側 に 位 置 す る 面 の こ と で あ る 。 反 対 に 、 ブ ラ ン ク 板 ２ の 内  
面 と は 、 外 面 の 反 対 側 に 位 置 す る 面 の こ と で あ る 。 ブ ラ ン ク 板 ２ の 材 料 と し て は 、 保 形 性  
を 有 す る 厚 紙 や プ ラ ス チ ッ ク シ ー ト な ど が 用 い ら れ 得 る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 実 施 形 態 の カ ー ト ン １ は 、 図 ４ に 示 す ブ ラ ン ク 板 ２ を 製 函 し て 形 成 さ れ る 。
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 ブ ラ ン ク 板 ２ は 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ と 、 後 面 パ ネ ル ２ ０ と 、 底 面 パ  
ネ ル ３ ０ と 、 前 面 パ ネ ル ４ ０ と 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ と 、 一 対 の 第 １ 側 面 パ ネ ル ３ １ と 、 一  
対 の 第 ２ 側 面 パ ネ ル （ 側 面 パ ネ ル ） ５ １ と 、 一 対 の 第 １ フ ラ ッ プ ２ １ と 、 一 対 の 第 ２ フ ラ  
ッ プ ４ １ と 、 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 天 面 パ ネ ル １ ０ 、 後 面 パ ネ ル ２ ０ 、 底 面 パ ネ ル ３ ０ 、 前 面 パ ネ ル ４ ０ お よ び 下 天 面 パ  
ネ ル ５ ０ は 、 一 方 の 端 部 （ 第 １ 端 部 ） ３ か ら 他 方 の 端 部 （ 第 ２ 端 部 ） ４ へ 向 か っ て 一 方 向  
に 順 に 連 接 さ れ る 。 以 下 、 ブ ラ ン ク 板 ２ の 説 明 に お い て 、 後 面 パ ネ ル ２ ０ 、 底 面 パ ネ ル ３  
０ 、 前 面 パ ネ ル ４ ０ お よ び 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ が 連 接 さ れ る 方 向 を 第 １ 方 向 Ｄ １ と 呼 び 、 第  
１ 方 向 Ｄ １ と 直 交 す る 方 向 を 第 ２ 方 向 Ｄ ２ と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 天 面 パ ネ ル １ ０ と 後 面 パ ネ ル ２ ０ と は 、 罫 線 １ ６ に よ っ て 画 定 さ れ る 。 後 面 パ ネ ル ２  
０ と 底 面 パ ネ ル ３ ０ と は 、 罫 線 ２ ６ に よ っ て 画 定 さ れ る 。 底 面 パ ネ ル ３ ０ と 前 面 パ ネ ル ４  
０ と は 、 罫 線 ３ ６ に よ っ て 画 定 さ れ る 。 前 面 パ ネ ル ４ ０ と 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ と は 罫 線 ４ ６  
に よ っ て 画 定 さ れ る 。 罫 線 １ ６ ， ２ ６ ， ３ ６ ， ４ ６ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 延 び る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 一 対 の 第 １ 側 面 パ ネ ル ３ １ は 、 罫 線 ３ ５ を 介 し て 底 面 パ ネ ル ３ ０ の 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 両 側  
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に 連 接 さ れ る 。 一 対 の 第 ２ 側 面 パ ネ ル ５ １ は 、 罫 線 ５ ５ を 介 し て 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の 第 ２  
方 向 Ｄ ２ の 両 側 に 連 接 さ れ る 。 一 対 の 第 １ フ ラ ッ プ ２ １ は 、 罫 線 ２ ５ を 介 し て 後 面 パ ネ ル  
２ ０ の 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 両 側 に 連 接 さ れ る 。 一 対 の 第 ２ フ ラ ッ プ ４ １ は 、 罫 線 ４ ５ を 介 し て  
前 面 パ ネ ル ４ ０ の 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 両 側 に 連 接 さ れ る 。 罫 線 ２ ５ ， ３ ５ ， ４ ５ ， ５ ５ は 、 第  
１ 方 向 Ｄ １ に 延 び る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 罫 線 １ ６ ， ２ ５ ， ２ ６ ， ３ ５ ， ３ ６ ， ４ ５ ， ４ ６ ， ５ ５ は 、 ブ ラ ン ク 板 ２ を 製 函 し て カ  
ー ト ン １ を 作 製 す る 際 に 折 れ 線 と し て 機 能 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 罫 線 を 境 界 と す る  
一 対 の パ ネ ル 同 士 は 、 罫 線 を 折 線 と し て 、 カ ー ト ン １ の 内 面 側 に 折 り 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 天 面 パ ネ ル １ ０ と 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ と は 、 製 函 時 に 互 い に 重 ね 合 わ さ れ て カ ー ト ン １  
の 天 面 を 構 成 す る 。 上 天 面 パ ネ ル １ ０ 、 お よ び 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ は 、 カ ー ト ン １ の 内 部 空  
間 を 上 側 か ら 覆 う 。 製 函 さ れ た カ ー ト ン １ に お い て 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ は 、 下 天 面 パ ネ ル  
５ ０ の 上 側 （ 外 面 側 ） に 位 置 す る 。 上 天 面 パ ネ ル １ ０ と 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ と は 、 接 着 剤 に  
よ っ て 部 分 的 に 接 着 さ れ る 。 上 天 面 パ ネ ル １ ０ お よ び 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の 構 成 に つ い て は  
、 後 段 に お い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 第 １ 側 面 パ ネ ル ３ １ と 第 ２ 側 面 パ ネ ル ５ １ と は 、 製 函 時 に 互 い に 重  
ね 合 わ さ れ て カ ー ト ン １ の 側 面 を 構 成 す る 。 第 １ 側 面 パ ネ ル ３ １ 、 お よ び 第 ２ 側 面 パ ネ ル  
５ １ は 、 カ ー ト ン １ の 内 部 空 間 を 側 方 か ら 覆 う 。 第 ２ 側 面 パ ネ ル ５ １ は 、 第 １ 側 面 パ ネ ル  
３ １ の 外 面 側 に 位 置 す る 。 な お 、 第 １ 側 面 パ ネ ル ３ １ と 第 ２ 側 面 パ ネ ル ５ １ と は 、 重 ね 合  
わ せ る 順 序 が 逆 で あ っ て も よ い 。 第 １ 側 面 パ ネ ル ３ １ と 第 ２ 側 面 パ ネ ル ５ １ と は 、 接 着 剤  
に よ っ て 互 い に 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 底 面 パ ネ ル ３ ０ は 、 カ ー ト ン １ の 底 面 を 構 成 す る 。 底 面 パ ネ ル ３ ０ は 、 カ ー ト ン １ の 内  
部 空 間 を 下 側 か ら 覆 う 。 前 面 パ ネ ル ４ ０ は 、 カ ー ト ン １ の 前 面 を 構 成 す る 。 前 面 パ ネ ル ４  
０ は 、 カ ー ト ン １ の 内 部 空 間 を 前 側 か ら 覆 う 。 後 面 パ ネ ル ２ ０ は 、 カ ー ト ン １ の 後 面 を 構  
成 す る 。 後 面 パ ネ ル ２ ０ は 、 カ ー ト ン １ の 内 部 空 間 を 後 ろ 側 か ら 覆 う 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ フ ラ ッ プ ２ １ 、 お よ び 第 ２ フ ラ ッ プ ４ １ は 、 カ ー ト ン １ の 側 面 を 補 強 す る 。 第 １ フ  
ラ ッ プ ２ １ 、 お よ び 第 ２ フ ラ ッ プ ４ １ は 、 カ ー ト ン １ の 六 面 体 形 状 を 安 定 さ せ る 。 第 １ フ  
ラ ッ プ ２ １ は 、 第 １ 側 面 パ ネ ル ３ １ の 後 方 側 の 領 域 に 接 着 さ れ る 。 同 様 に 、 第 ２ フ ラ ッ プ  
４ １ は 、 第 １ 側 面 パ ネ ル ３ １ の 前 方 側 の 領 域 に 接 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 ブ ラ ン ク 板 ２ の う ち 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ 、 お よ び 上 天 面 パ ネ ル １ ０ に つ い て 、 よ  
り 具 体 に 説 明 す る 。 図 １ 、 お よ び 図 ２ に 示 す よ う に 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ の 一 部 は 、 蓋 部 ７  
０ を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 下 天 面 パ ネ ル ＞
　 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ は 、 矩 形 状 で あ る 。 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に は 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ と 第 ２ 破  
断 線 ５ ７ と 、 係 止 用 ス リ ッ ト ５ ４ と 、 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 本 明 細 書 に お い て 、 「 破 断 線 」 と は 、 直 線 状 又 は 曲 線 状 に 延 び る 線 で あ っ て 、 パ  
ネ ル 内 を ２ つ の 領 域 に 画 定 す る 。 破 断 線 が 設 け ら れ る パ ネ ル は 、 破 断 線 に 沿 っ て ２ つ の 領  
域 に 破 断 さ れ る 。 破 断 線 は 、 例 え ば 、 ミ シ ン 目 で あ る 。 本 明 細 書 に お い て 、 破 断 線 が 延 び  
る 方 向 を 破 断 方 向 と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ こ で 、 各 パ ネ ル に 設 け ら れ る 破 断 線 を 代 表 し て 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ お よ び 第 ２ 破 断 線 ５  
７ に つ い て よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ は 、 破 断 方 向 に  
沿 っ て 交 互 に 並 ぶ 複 数 の 切 込 部 ５ ６ ｐ と 複 数 の 連 結 部 ５ ６ ｑ と を 有 す る 。 同 様 に 、 第 ２ 破  
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断 線 ５ ７ は 、 破 断 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 並 ぶ 複 数 の 切 込 部 ５ ７ ｐ と 複 数 の 連 結 部 ５ ７ ｑ と を  
有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 切 込 部 ５ ６ ｐ 、 ５ ７ ｐ は 、 破 断 線 ５ ６ 、 ５ ７ が 画 定 す る パ ネ ル 内 の ２ つ の 領 域 の 間 に 切  
刃 を 入 れ る こ と で 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 破 断 線 ５ ６ 、 ５ ７ に よ っ て 画 定 さ れ る ２  
つ の 領 域 は 、 切 込 部 ５ ６ ｐ 、 ５ ７ ｐ に お い て 予 め 分 断 さ れ て い る 。 切 込 部 ５ ６ ｐ 、 ５ ７ ｐ  
は 、 破 断 方 向 に 沿 っ て 線 状 に 延 び る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 一 方 で 、 連 結 部 ５ ６ ｑ 、 ５ ７ ｑ は 、 切 込 部 ５ ６ ｐ 、 ５ ７ ｐ 同 士 の 間 に 位 置 す る 。 連 結 部  
５ ６ ｑ 、 ５ ７ ｑ は 、 破 断 線 ５ ６ 、 ５ ７ が 画 定 す る ２ つ の 領 域 を 繋 ぐ 。 連 結 部 ５ ６ ｑ 、 ５ ７  
ｑ は 、 破 断 線 ５ ６ 、 ５ ７ に 沿 っ て パ ネ ル 内 の ２ つ の 領 域 が 破 断 す る 際 に 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ 破 断 線 ５ ６ は 、 一 つ な が り の ル ー プ 状 に 形 成 さ れ る 。 本 実 施 形 態 の 第 １ 破 断 線 ５ ６  
に は 、 そ れ ぞ れ ル ー プ を 形 成 す る ２ つ の 一 連 の 第 １ 破 断 線 ５ ６ が 設 け ら れ る 。 こ こ で 、 第  
１ 破 断 線 ５ ６ に 囲 ま れ る 領 域 を 、 第 １ 切 除 部 ５ ８ と 呼 ぶ 。 第 １ 切 除 部 ５ ８ は 、 上 天 面 パ ネ  
ル １ ０ に 接 着 さ れ る 。 第 １ 切 除 部 ５ ８ は 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ で 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ が 破 断 す る  
こ と で 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の 他 の 部 位 か ら 離 脱 す る 。 本 実 施 形 態 の 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に は  
、 ２ つ の 第 １ 切 除 部 ５ ８ に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 １ 破 断 線 ５ ６ は 、 第 １ 部 分 ５ ６ ａ と 第 ２ 部 分 ５ ６ ｂ と を 有 す る 。 第 １ 部 分 ５ ６ ａ の 一  
端 と 第 ２ 部 分 ５ ６ ｂ の 一 端 と は 互 い に 繋 が り 、 第 １ 部 分 ５ ６ ａ の 他 端 と 第 ２ 部 分 ５ ６ ｂ の  
他 端 と は 互 い に 繋 が る 。 こ れ に よ り 、 第 １ 部 分 ５ ６ ａ と 第 ２ 部 分 ５ ６ ｂ と は 、 １ つ の ル ー  
プ を 構 成 す る 。 第 ２ 部 分 ５ ６ ｂ は 、 第 １ 方 向 Ｄ １ に 沿 っ て 直 線 状 に 延 び る 。 一 方 で 、 第 １  
部 分 ５ ６ ａ は 、 第 ２ 部 分 ５ ６ ｂ の 一 端 と 他 端 と の 間 で 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 迂 回 し て 延 び る 。 な  
お 、 本 実 施 形 態 の 第 １ 破 断 線 ５ ６ は 、 直 線 状 に 延 び る 部 分 が 複 数 組 み 合 わ さ れ て 構 成 さ れ  
て い る が 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ は 、 さ ら に 曲 線 状 や 途 中 に 屈 曲 点 を 含 ん で い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ２ 破 断 線 ５ ７ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 沿 っ て 直 線 状 に 延 び る 。 本 実 施 形 態 の 下 天 面 パ ネ ル  
５ ０ に は 、 ２ つ の 第 ２ 破 断 線 ５ ７ が 設 け ら れ る 。 ２ つ の 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 一 方 は 、 ２ つ の  
第 １ 破 断 線 ５ ６ の 第 １ 部 分 ５ ６ ａ の 一 端 同 士 を 繋 ぐ 。 一 方 で 、 ２ つ の 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 他  
方 は 、 ２ つ の 第 １ 破 断 線 ５ ６ の 第 １ 部 分 ５ ６ ａ の 他 端 同 士 を 繋 ぐ 。 す な わ ち 、 第 ２ 破 断 線  
５ ７ は 、 ２ つ の 第 １ 破 断 線 ５ ６ の 間 を 延 び て こ れ ら ２ つ の 第 １ 破 断 線 ５ ６ に 繋 が る 。 な お  
、 本 実 施 形 態 の 第 ２ 破 断 線 ５ ７ は 、 直 線 状 に 延 び る が 、 曲 線 状 や 途 中 に 屈 曲 点 を 含 ん で い  
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ２ つ の 第 ２ 破 断 線 ５ ７ は 、 ２ つ の 第 １ 破 断 線 ５ ６ の 第 １ 部 分 ５ ６ ａ と と も に 矩 形 状 の 領  
域 を 囲 む 。 こ こ で 、 ２ つ の 第 ２ 破 断 線 ５ ７ と 、 ２ つ の 第 １ 破 断 線 ５ ６ の 第 １ 部 分 ５ ６ ａ と  
、 に 囲 ま れ る 領 域 を 第 ２ 切 除 部 ５ ９ と 呼 ぶ 。 第 ２ 切 除 部 ５ ９ は 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ の 少 な く  
と も 一 部 、 お よ び 第 ２ 破 断 線 ５ ７ に 囲 ま れ る 。 第 ２ 切 除 部 ５ ９ は 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ 、 お よ  
び 第 ２ 破 断 線 ５ ７ で 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ が 破 断 す る こ と で 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の 他 の 部 位 か  
ら 離 脱 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 係 止 用 ス リ ッ ト ５ ４ は 、 主 に 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 沿 っ て 延 び る 。 係 止 用 ス リ ッ ト ５ ４ は 、 下  
天 面 パ ネ ル ５ ０ の 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 中 央 に 配 置 さ れ る 。 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ は 、 第 ２ 切 除 部 ５  
９ の 前 方 側 に 配 置 さ れ る 。 な お 、 本 実 施 形 態 の 係 止 ス リ ッ ト ５ ４ の 構 成 は 一 例 で あ り 、 係  
止 ス リ ッ ト ５ ４ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 一 方 側 又 は 他 方 側 に 偏 っ て 配 置 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に は 、 第 １ 接 着 領 域 ８ １ 、 第 ２ 接 着 領 域 ８ ２ 、 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ 、 お  
よ び 第 ４ 接 着 領 域 ８ ４ が 設 け ら れ る 。 第 １ 接 着 領 域 ８ １ 、 第 ２ 接 着 領 域 ８ ２ 、 第 ３ 接 着 領  
域 ８ ３ 、 お よ び 第 ４ 接 着 領 域 ８ ４ は 、 接 着 剤 、 又 は 両 面 テ ー プ が 配 置 さ れ る 領 域 で あ る 。  
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本 実 施 形 態 の 第 １ 接 着 領 域 ８ １ 、 第 ２ 接 着 領 域 ８ ２ 、 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ 、 お よ び 第 ４ 接 着  
領 域 ８ ４ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 沿 っ て 帯 状 に 延 び る 領 域 で あ る 。 第 １ 接 着 領 域 ８ １ 、 第 ２ 接  
着 領 域 ８ ２ 、 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ 、 お よ び 第 ４ 接 着 領 域 ８ ４ の 配 置 な ど 、 具 体 的 な 構 成 に つ  
い て は 、 後 段 に お い て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 図 ４ で は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に 設 け ら れ る 接 着 領 域 の み が 図 示 さ れ て い る が 、 実  
際 に は 、 第 １ 側 面 パ ネ ル ３ １ ま た は 第 ２ 側 面 パ ネ ル ５ １ に も 、 図 示 略 の 接 着 領 域 が 設 け ら  
れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ＜ 上 天 面 パ ネ ル ＞
　 上 天 面 パ ネ ル １ ０ は 、 矩 形 状 で あ る 。 上 天 面 パ ネ ル １ ０ の 外 形 は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の  
外 形 と 略 一 致 す る 。 上 天 面 パ ネ ル １ ０ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に 上 側 か ら 重 な り 、 第 １ 接 着  
領 域 ８ １ 、 第 ２ 接 着 領 域 ８ ２ 、 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ に お い て 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に 接 着 さ れ る  
。 な お 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ と 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の 外 形 は 、 必 ず し も 一 致 し て い な く て も よ  
い 。 例 え ば 、 上 天 面 パ ネ ル の 外 形 が 下 天 板 パ ネ ル の 外 形 よ り も 内 側 に 配 置 さ れ る こ と で 下  
天 面 パ ネ ル の 一 部 が 露 出 す る 構 造 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 天 面 パ ネ ル １ ０ に は 、 折 れ 線 部 １ ２ と 、 第 ３ 破 断 線 １ ５ と 、 一 対 の 第 ４ 破 断 線 １ ７ と  
、 切 り 込 み １ ４ ａ と 、 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 折 れ 線 部 １ ２ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 沿 っ て 直 線 状 に 延 び る 。 折 れ 線 部 １ ２ は 、 上 天 面 パ ネ  
ル １ ０ の 第 ２ 方 向 の 全 長 に 亘 っ て 設 け ら れ る 。 折 れ 線 部 １ ２ は 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ の 後 方  
の 端 部 に 位 置 す る 。 折 れ 線 部 １ ２ は 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ を 蓋 部 ７ ０ と 基 端 片 １ ９ と に 画 定  
す る 。 す な わ ち 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ に は 、 折 れ 線 部 １ ２ に よ っ て 画 定 さ れ る 基 端 片 １ ９ 、  
お よ び 蓋 部 ７ ０ が 設 け ら れ る 。 基 端 片 １ ９ は 、 折 れ 線 部 １ ２ と 罫 線 １ ６ と の 間 に 配 置 さ れ  
る 。 基 端 片 １ ９ は 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 沿 っ て の 帯 状 に 延 び る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 折 れ 線 部 １ ２ は 、 回 転 軸 と し て 機 能 す る 。 蓋 部 ７ ０ と 基 端 片 １ ９ と  
は 、 折 れ 線 部 １ ２ を 回 転 軸 と し て 相 対 的 に 回 転 す る 。 基 端 片 １ ９ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に  
接 着 固 定 さ れ て い る 。 蓋 部 ７ ０ は 、 折 れ 線 部 １ ２ を 回 転 軸 と し て 上 側 に 開 く 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 一 対 の 第 ４ 破 断 線 １ ７ は 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ の 前 方 側 の 端 部 か ら 側  
方 向 に 向 か っ て 傾 斜 し て 延 び る 。 第 ４ 破 断 線 １ ７ は 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ の 前 方 お よ び 側 方  
の 角 部 に 、 略 三 角 形 状 の 先 端 片 １ ８ を 画 定 す る 。 す な わ ち 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ に は 、 一 対  
の 第 ４ 破 断 線 １ ７ に よ っ て そ れ ぞ れ 画 定 さ れ る 一 対 の 先 端 片 １ ８ が 設 け ら れ る 。 先 端 片 １  
８ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に 接 着 固 定 さ れ て お り 、 蓋 部 ７ ０ が 開 い て も 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に  
重 な っ た 状 態 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 切 り 込 み １ ４ ａ は 、 一 対 の 先 端 片 １ ８ の 間 に 配 置 さ れ る 。 切 り 込 み １ ４ ａ は 、 後 方 側 に  
向 か っ て 凸 形 状 の 円 弧 状 に 延 び る ス リ ッ ト で あ る 。 上 天 面 パ ネ ル １ ０ に は 、 切 り 込 み １ ４  
ａ よ り も 前 方 側 に 位 置 す る 把 持 片 １ ４ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 把 持 片 １ ４ は 、 蓋 部 ７ ０ の 先 端 部 で あ っ て 一 対 の 先 端 片 １ ８ の 間 に 位 置 す る 。 蓋 部 ７ ０  
を 閉 塞 す る 状 態 に お い て 、 把 持 片 １ ４ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の 係 止 用 ス リ ッ ト ５ ４ に 重 な  
る 。 把 持 片 １ ４ の 一 部 は 、 係 止 用 ス リ ッ ト ５ ４ に 差 し 込 み 可 能 で あ る 。 把 持 片 １ ４ の 一 部  
が 係 止 用 ス リ ッ ト ５ ４ に 差 し 込 ま れ る こ と で 、 蓋 部 ７ ０ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に 係 止 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ３ 破 断 線 １ ５ は 、 一 つ な が り の ル ー プ 状 に 形 成 さ れ る 。 上 天 面 パ ネ ル １ ０ に お い て 、  
第 ３ 破 断 線 １ ５ に 囲 ま れ る 領 域 を 、 第 ３ 切 除 部 １ ３ と 呼 ぶ 。 第 ３ 切 除 部 １ ３ は 、 下 天 面 パ  
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ネ ル ５ ０ に 接 着 さ れ る 。 第 ３ 切 除 部 １ ３ は 、 第 ３ 破 断 線 １ ５ で 上 天 面 パ ネ ル １ ０ が 破 断 す  
る こ と で 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ の 他 の 部 位 か ら 離 脱 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ＜ 接 着 領 域 ＞
　 第 １ 接 着 領 域 ８ １ 、 第 ２ 接 着 領 域 ８ ２ 、 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ 、 お よ び 第 ４ 接 着 領 域 ８ ４ は  
、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の う ち 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ と 対 向 す る 面 に 設 け ら れ る 。 第 １ 接 着 領 域  
８ １ 、 第 ２ 接 着 領 域 ８ ２ 、 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ 、 お よ び 第 ４ 接 着 領 域 ８ ４ に 設 け ら れ る 接 着  
剤 は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ と 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ と を 互 い に 接 着 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 第 １ 接 着 領 域 ８ １ 、 第 ２ 接 着 領 域 ８ ２ 、 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ 、 お よ び 第 ４ 接 着 領 域  
８ ４ は 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ の 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ と 対 向 す る 面 に 設 け ら れ て い て も よ い 。 す  
な わ ち 、 第 １ 接 着 領 域 ８ １ 、 第 ２ 接 着 領 域 ８ ２ 、 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ 、 お よ び 第 ４ 接 着 領 域  
８ ４ は 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ 、 お よ び 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の 一 方 の 面 に 設 け ら れ 、 上 天 面 パ ネ  
ル １ ０ と 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ と を 相 互 に 接 着 す る も の で あ れ ば よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 第 １ 接 着 領 域 ８ １ は 、 第 １ 切 除 部 ５ ８ に 配 置 さ れ る 。 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ と 上 天 面 パ ネ ル  
１ ０ と を 重 ね た 状 態 で 、 第 １ 接 着 領 域 ８ １ は 、 蓋 部 ７ ０ に 重 な る 。 第 １ 接 着 領 域 ８ １ は 、  
第 １ 切 除 部 ５ ８ を 蓋 部 ７ ０ に 接 着 す る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 １ つ の 第 １ 切 除 部 ５ ８ に は  
、 ２ 箇 所 の 第 １ 接 着 領 域 ８ １ が 設 け ら れ る 。 上 述 し た よ う に 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に は 、 ２  
つ の 第 １ 切 除 部 ５ ８ が 設 け ら れ る た め 、 本 実 施 形 態 の 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に は 、 ４ 箇 所 の 第  
１ 接 着 領 域 ８ １ が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 第 ２ 接 着 領 域 ８ ２ は 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ に 配 置 さ れ る 。 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ と 上 天 面 パ ネ ル  
１ ０ と を 重 ね た 状 態 で 、 第 ２ 接 着 領 域 ８ ２ は 、 第 ３ 切 除 部 １ ３ に 重 な る 。 第 ２ 接 着 領 域 ８  
２ は 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ と 第 ３ 切 除 部 １ ３ と を 接 着 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に お い て 後 方 側 の 端 部 に 配 置 さ れ る 。 第 ３ 接 着  
領 域 ８ ３ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に お い て 後 方 側 の 端 部 に 沿 っ て 第 ２ 方 向 Ｄ ２ に 延 び る 。 下  
天 面 パ ネ ル ５ ０ と 上 天 面 パ ネ ル １ ０ と を 重 ね た 状 態 で 、 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ は 、 基 端 片 １ ９  
に 重 な る 。 第 ３ 接 着 領 域 ８ ３ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ と 基 端 片 １ ９ と を 接 着 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 第 ４ 接 着 領 域 ８ ４ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に お い て 前 方 側 の 端 部 に 配 置 さ れ る 。 ま た 、 第  
４ 接 着 領 域 ８ ４ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 両 端 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ る 。 下  
天 面 パ ネ ル ５ ０ と 上 天 面 パ ネ ル １ ０ と を 重 ね た 状 態 で 、 第 ２ 方 向 Ｄ ２ の 両 端 部 の 第 ４ 接 着  
領 域 ８ ４ は 、 そ れ ぞ れ 異 な る 先 端 片 １ ８ に 重 な る 。 第 ４ 接 着 領 域 ８ ４ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５  
０ と 先 端 片 １ ８ と を 接 着 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ＜ 蓋 部 の 開 放 ＞
　 次 い で 蓋 部 の 開 閉 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ に 示 す カ ー ト ン １ の 内 部 に は 、 予 め 菓 子 な ど の 物 品 が 充 填 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 す  
よ う に 、 蓋 部 ７ ０ を 上 側 に 持 ち 上 げ る こ と で 蓋 部 ７ ０ は 開 放 さ れ る 。 消 費 者 は 、 蓋 部 ７ ０  
の 把 持 片 １ ４ を 把 持 す る な ど し て 蓋 部 ７ ０ を 上 側 に 持 ち 上 げ る 操 作 を 行 う 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 蓋 部 ７ ０ が 、 上 側 に 持 ち 上 げ ら れ る と 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ に 設 け ら れ る 一 対 の 第 ４ 破 断  
線 １ ７ に 沿 っ て 上 天 面 パ ネ ル １ ０ が 破 断 す る 。 こ れ に よ り 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ は 、 蓋 部 ７  
０ と 一 対 の 先 端 片 １ ８ と に 分 離 さ れ る 。 上 述 し た よ う に 、 先 端 片 １ ８ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５  
０ に 接 着 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 先 端 片 １ ８ は 、 蓋 部 ７ ０ の 上 側 へ の 操 作 に 追 随 す る  
こ と が で き ず 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に 残 留 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 さ ら に 、 蓋 部 ７ ０ が 上 側 に 持 ち 上 げ ら れ る と 、 上 天 面 パ ネ ル １ ０ に 設 け ら れ る 一 対 の 第  
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１ 破 断 線 ５ ６ が 破 断 し 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ に 囲 ま れ る 一 対 の 第 １ 切 除 部 ５ ８ が 下 天 面 パ ネ ル  
５ ０ か ら 切 除 さ れ る 。 第 １ 切 除 部 ５ ８ は 、 蓋 部 ７ ０ に 接 着 固 定 さ れ て い る 。 こ の た め 、 第  
１ 切 除 部 ５ ８ は 、 蓋 部 ７ ０ の 上 側 へ の 操 作 に 追 随 し 蓋 部 ７ ０ と も に 上 側 に 移 動 し て 下 天 面  
パ ネ ル ５ ０ か ら 離 脱 す る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 対 の 第 １ 切 除 部 ５ ８ の 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ か ら の 離 脱 に よ っ て 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に は  
、 一 対 の 第 １ 開 口 部 ７ ５ が 形 成 さ れ る 。 第 １ 開 口 部 ７ ５ は 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に お い て 第  
１ 切 除 部 ５ ８ が 除 去 さ れ た 部 分 で あ る 。 ま た 一 対 の 第 １ 開 口 部 ７ ５ の 間 に は 、 第 ２ 切 除 部  
５ ９ が 残 留 し た 状 態 と な る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ま た 、 蓋 部 ７ ０ が 上 側 に 持 ち 上 げ ら れ る と 、 蓋 部 ７ ０ に 設 け ら れ る 第 ３ 破 断 線 １ ５ が 破  
断 し 第 ３ 破 断 線 １ ５ に 囲 ま れ る 第 ３ 切 除 部 １ ３ が 蓋 部 ７ ０ か ら 切 除 さ れ る 。 第 ３ 切 除 部 １  
３ は 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ に 接 着 固 定 さ れ て い る 。 第 ３ 切 除 部 １ ３ は 、 蓋 部 ７ ０ の 上 側 へ の 操  
作 に 追 随 で き ず 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ の 第 ２ 切 除 部 ５ ９ 上 に 残 留 す る 。 こ れ に よ り 、 蓋 部 ７  
０ に は 、 第 ３ 開 口 部 ７ ７ が 形 成 さ れ る 。 第 ３ 開 口 部 ７ ７ は 、 蓋 部 ７ ０ に お い て 第 ３ 切 除 部  
１ ３ が 除 去 さ れ た 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 蓋 部 ７ ０ を 開 放 し た 状 態 で 、 一 対 の 第 １ 開 口 部 ７ ５ の 間 に は 、 第 ２  
切 除 部 ５ ９ が 配 置 さ れ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ は 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ に 沿 っ  
て 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ を 破 断 す る こ と で 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ 側 か ら 切 除 可 能 で あ る 。 第 ２ 切  
除 部 ５ ９ の 切 除 は 、 例 え ば 、 一 対 の 第 １ 開 口 部 ７ ５ の 両 方 、 又 は 何 れ か 一 方 に 指 を 挿 入 し  
第 ２ 切 除 部 ５ ９ を 把 持 し て 上 側 に 持 ち 上 げ る こ と で 行 わ れ る 。 第 ２ 切 除 部 ５ ９ が 下 天 面 パ  
ネ ル ５ ０ か ら 除 去 さ れ る こ と で 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に は 第 ２ 開 口 部 ７ ６ が 形 成 さ れ る 。 第  
２ 開 口 部 ７ ６ は 、 一 対 の 第 １ 開 口 部 ７ ５ 同 士 を 繋 ぐ よ う に 形 成 さ れ る 。 第 ２ 開 口 部 ７ ６ は  
、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に お い て 、 一 対 の 第 １ 切 除 部 ５ ８ と そ の 間 に 配 置 さ れ る 第 ２ 切 除 部 ５  
９ と が 除 去 さ れ た 部 分 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 １ 開 口 部 ７ ５ の 開 口 面 積 は 、 カ ー ト ン １ の 内 部 に 充 填 さ れ る 物  
品 に 対 し て 十 分 小 さ い 。 一 方 で 、 第 ２ 開 口 部 ７ ６ の 開 口 面 積 は 、 カ ー ト ン １ の 内 部 に 充 填  
さ れ る 物 品 に 対 し て 十 分 大 き い 。 消 費 者 は 、 蓋 部 ７ ０ を 開 放 し た 後 に 、 さ ら に 第 ２ 切 除 部  
５ ９ を 除 去 す る こ と で 、 物 品 を カ ー ト ン １ か ら 取 り 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に は 、 一 つ な が り の ル ー プ 状 に 形 成 さ れ る 第 １  
破 断 線 ５ ６ と 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ に 囲 ま れ 蓋 部 ７ ０ に 接 着 さ れ る 第 １ 切 除 部 ５ ８ と 、 第 １ 破  
断 線 ５ ６ に 繋 が る 第 ２ 破 断 線 ５ ７ と 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ の 少 な く と も 一 部 、 お よ び 第 ２ 破 断  
線 ５ ７ に 囲 ま れ る 第 ２ 切 除 部 ５ ９ と 、 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 蓋 部 ７ ０ を 開 放 す る こ と で 第 １ 切 除 部 ５ ８ を 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ か  
ら 除 去 し 第 １ 開 口 部 ７ ５ を 形 成 す る と と も に 第 １ 開 口 部 ７ ５ に 連 な る 位 置 に 第 ２ 切 除 部 ５  
９ を 残 留 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ を 第 ２ 破 断 線 ５ ７ に 沿 っ て 切 除 す  
る こ と で 、 第 １ 開 口 部 ７ ５ を 広 げ た 第 ２ 開 口 部 ７ ６ を 形 成 さ せ る こ と が で き る 。 こ の た め  
、 消 費 者 は 、 カ ー ト ン １ か ら 物 品 を 取 り 出 す 際 に 第 ２ 切 除 部 ５ ９ に 触 れ る 必 要 が あ り 、 消  
費 者 に 第 ２ 切 除 部 ５ ９ に 着 目 さ せ る こ と が で き る 。 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９  
に 絵 柄 な ど の 印 刷 Ｐ １ を 設 け る こ と で 、 意 匠 性 の 高 い カ ー ト ン １ を 提 供 で き る 。 ま た 、 第  
２ 切 除 部 ５ ９ を 娯 楽 用 の カ ー ド と し て 用 い る こ と が で き る な ど 、 商 品 に さ ら な る 付 加 価 値  
を 与 え る こ と が で き る 。 加 え て 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ に カ ー ト ン １ 内 の 物 品 の 消 費 時 の 注 意 書  
き 等 を 印 刷 す る 場 合 に は 、 消 費 者 に 対 し 確 実 な 注 意 喚 起 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 蓋 部 ７ ０ を 開 放 し て も 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ が 下 天 面 パ ネ ル ５  
０ 側 に 残 留 し て 第 ２ 開 口 部 ７ ６ の 一 部 を 塞 ぐ 、 こ の た め 、 蓋 部 ７ ０ の 開 放 時 に カ ー ト ン １  
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全 体 が 大 き く 揺 れ て も カ ー ト ン １ の 内 部 の 物 品 が 第 ２ 開 口 部 ７ ６ か ら 飛 散 し て し ま う こ と  
を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ に は 、 印 刷 Ｐ １ が 施 さ れ る 。 印 刷 Ｐ １ は 、 文 字 情  
報 、 図 形 、 図 柄 、 も し く は 写 真 の 少 な く と も 一 つ を 含 む 。 消 費 者 は 、 カ ー ト ン １ か ら 物 品  
を 取 り 出 す た め の 第 ２ 開 口 部 ７ ６ を 設 け る た め に 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ を 除 去 す る 。 こ の た め  
、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ の 印 刷 Ｐ １ は 、 消 費 者 に 視 認 さ れ や す い 。 第 ２ 切 除 部 ５ ９ に 文 字 情 報 、  
図 形 、 図 柄 、 も し く は 写 真 な ど の 印 刷 Ｐ １ が 施 さ れ る こ と で 、 消 費 者 に 当 該 印 刷 Ｐ １ に 係  
る 情 報 を 確 実 に 提 供 で き る 。 な お 、 図 １ ～ 図 ３ 、 お よ び 図 ５ に お い て 、 印 刷 Ｐ １ 、 Ｐ ２ を  
ド ッ ト 模 様 で 表 現 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ に は 、 複 数 の 第 １ 切 除 部 ５ ８ が 設 け ら れ 、 第 ２  
切 除 部 ５ ９ は 、 複 数 の 第 １ 切 除 部 ５ ８ の う ち 、 少 な く と も ２ つ の 間 に 配 置 さ れ る 。 上 述 し  
た よ う に 、 第 １ 切 除 部 ５ ８ は 、 蓋 部 ７ ０ の 開 放 と と も に 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ か ら 離 脱 し て 第  
１ 開 口 部 ７ ５ を 形 成 す る 。 こ の た め 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ は 、 少 な く と も ２ つ の 第 １ 開 口 部 ７  
５ の 間 に 配 置 さ れ る 。 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 消 費 者 は 、 ２ つ の 第 １ 開 口 部 ７ ５ か ら 指 を い  
れ て 第 ２ 切 除 部 ５ ９ を 除 去 す る こ と が で き る た め 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ を 切 除 す る 手 順 が 簡 素  
化 で き る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 破 断 強 度 は 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ の 破 断 強 度 よ り も  
大 き い こ と が 好 ま し い 。 こ こ で 、 「 破 断 線 の 破 断 強 度 」 と は 、 破 断 線 に お い て パ ネ ル を 破  
断 さ せ る 際 に 要 す る 力 を 意 味 す る 。 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 蓋 部 ７ ０ を 持 ち 上 げ る 際 に 、 第  
２ 破 断 線 ５ ７ よ り も 第 １ 破 断 線 ５ ６ を 優 先 的 に 破 断 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 蓋  
部 ７ ０ を 持 ち 上 げ る 際 に 、 第 １ 切 除 部 ５ ８ を 蓋 部 ７ ０ に 追 随 さ せ る と と も に 、 第 ２ 切 除 部  
５ ９ を 第 １ 切 除 部 ５ ８ か ら 引 き 離 し て 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ 側 に 残 留 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 連 結 部 ５ ７ ｑ の 長 さ の 総 和 は 、 第 １ 破 断 線 ５ ６  
の 連 結 部 ５ ６ ｑ の 長 さ の 総 和 よ り も 長 い こ と が 好 ま し い 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る 場 合  
に 、 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 破 断 強 度 を 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ の 破 断 強 度 よ り も 大 き く す る こ と が で  
き る 。 な お 、 「 破 断 線 の 連 結 部 の 長 さ の 総 和 」 と は 、 当 該 破 断 線 の 全 長 に お い て 、 全 て の  
連 結 部 の 破 断 方 向 に 沿 う 長 さ 寸 法 の 総 和 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 切 込 部 ５ ７ ｐ に 対 す る 連 結 部 ５ ７ ｑ の 比  
率 は 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ の 切 込 部 ５ ６ ｐ に 対 す る 連 結 部 ５ ６ ｑ の 比 率 よ り も 大 き い こ と が 好  
ま し い 。 こ の よ う な 構 成 を 採 用 す る 場 合 に 、 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 破 断 強 度 を 、 第 １ 破 断 線 ５  
６ の 破 断 強 度 よ り も 大 き く す る こ と が で き る 。 な お 、 「 破 断 線 の 切 込 部 に 対 す る 連 結 部 の  
比 率 」 と は 、 破 断 方 向 に 隣 り 合 う 切 込 部 と 連 結 部 と の 破 断 方 向 に 沿 う 長 さ 寸 法 の 比 率 を 意  
味 す る 。 第 １ 破 断 線 ５ ６ 、 お よ び 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 切 込 部 ５ ６ ｐ 、 ５ ７ ｐ 、 お よ び 連 結 部  
５ ６ ｑ 、 ５ ７ ｑ の 破 断 方 向 に 沿 う 長 さ 寸 法 は 、 必 ず し も 一 定 で は な い 。 こ の た め 、 「 破 断  
線 の 切 込 部 に 対 す る 連 結 部 の 比 率 」 も 必 ず し も 一 定 で は な い 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 全 て  
の 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 上 述 の 比 率 が 、 第 １ 破 断 線 ５ ６ の 上 述 の 比 率 よ り も 大 き け れ ば よ い 。  
す な わ ち 、 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 切 込 部 ５ ７ ｐ に 対 す る 連 結 部 ５ ７ ｑ の 比 率 の 最 小 値 が 、 第 １  
破 断 線 ５ ６ の 切 込 部 ５ ６ ｐ に 対 す る 連 結 部 ５ ６ ｑ の 比 率 の 最 大 値 よ り も 大 き け れ ば よ い 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 第 １ 破 断 線 ５ ６ に お い て 、 第 ２ 部 分 ５ ６ ｂ は 、 連 結 部 ５ ６ ｑ を 有 し  
て い な い 完 全 な 切 れ 込 み で あ っ て も よ い 。 し か し な が ら 、 第 ２ 部 分 ５ ６ ｂ に 連 結 部 ５ ６ ｑ  
を 設 け る こ と で 、 接 着 領 域 に 接 着 剤 を 設 け る 工 程 な ど で 、 第 １ 切 除 部 ５ ８ の 下 天 面 パ ネ ル  
５ ０ に お け る 浮 き 上 が り を 抑 制 で き 、 接 着 材 を 設 け る 工 程 を 円 滑 に 進 め る こ と が で き る 。  
す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２ 部 分 ５ ６ ｂ に 連 結 部 ５ ６ ｑ を 設 け る こ と で 製 函 工 程  
を 簡 素 化 で き る 。



10

20

30

40

50

JP 2024-18111 A 2024.2.8(11)

【 ０ ０ ７ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 蓋 部 ７ ０ に は 、 一 つ な が り の ル ー プ 状 に 形 成 さ れ る 第 ３ 破 断 線 １  
５ と 、 第 ３ 破 断 線 １ ５ に 囲 ま れ 第 ２ 切 除 部 ５ ９ に 接 着 さ れ る 第 ３ 切 除 部 １ ３ と 、 が 設 け ら  
れ る 。 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 蓋 部 ７ ０ を 上 側 に 持 ち 上 げ る こ と で 、 第 ３ 切 除 部 １ ３ が 下 天  
面 パ ネ ル ５ ０ に 残 り 蓋 部 ７ ０ か ら 切 除 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 蓋 部 ７ ０ に 第 ３ 開 口 部 ７ ７ を  
設 け る こ と が で き 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ を 除 去 し た 後 に 蓋 部 ７ ０ を 閉 塞 す る と 、 第 ３ 開 口 部 ７  
７ か ら カ ー ト ン １ の 内 部 を 露 出 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 第 ２  
切 除 部 ５ ９ に 第 ３ 切 除 部 １ ３ が 貼 り 付 け ら れ る 。 こ の た め 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ の 表 面 に 立 体  
的 な 意 匠 を 施 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 な お 、 本 実 施 形 態 の 第 ３ 開 口 部 ７ ７ の 開 口 面 積 は 、 カ ー ト ン １ の 内 部 に 充 填 さ れ る 物 品  
に 対 し て 十 分 小 さ い 。 こ の た め 、 蓋 部 ７ ０ を 閉 塞 し た 状 態 で 、 第 ３ 開 口 部 ７ ７ を 通 っ て カ  
ー ト ン １ 内 の 物 品 が カ ー ト ン １ か ら 脱 落 す る こ と を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 な お 、 第 ３ 切 除 部 １ ３ の 表 面 に 設 け ら れ る 印 刷 Ｐ ２ は 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ の 表 面 に 設 け ら  
れ る 印 刷 Ｐ １ と 連 続 的 な 形 態 （ 例 え ば 絵 柄 ） と す る こ と が 好 ま し い 。 こ の 場 合 に は 、 第 ２  
切 除 部 ５ ９ の 印 刷 Ｐ １ に 対 し 、 第 ３ 切 除 部 １ ３ の 印 刷 Ｐ ２ を 強 調 し て 表 現 す る こ と が で き  
る 。 加 え て 、 第 ３ 切 除 部 １ ３ の 印 刷 Ｐ ２ は 、 蓋 部 ７ ０ の 外 面 側 の 印 刷 と も 連 続 的 な 形 態 で  
あ る こ と が よ り 好 ま し い 。 こ の 場 合 、 蓋 部 ７ ０ の 開 閉 に 伴 い 、 第 ３ 切 除 部 １ ３ の 印 刷 Ｐ ２  
の 周 囲 の 形 態 が 変 化 す る 意 匠 を 実 現 で き る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お い て 、 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 破 断 強 度 は 、 第 ３ 破 断 線 １ ５ の 破 断 強 度 よ り も  
大 き い こ と が 好 ま し い 。 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 蓋 部 ７ ０ を 持 ち 上 げ る 際 に 、 第 ２ 破 断 線 ５  
７ よ り も 第 ３ 破 断 線 １ ５ を 優 先 的 に 破 断 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 蓋 部 ７ ０ を 持  
ち 上 げ る 際 に 、 第 ３ 切 除 部 １ ３ を 蓋 部 ７ ０ か ら 切 除 し 第 ３ 切 除 部 １ ３ を 第 ２ 切 除 部 ５ ９ と  
と も に 下 天 面 パ ネ ル ５ ０ 側 に 残 留 さ せ る こ と が で き る 。 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 破 断 強 度 を 、 第  
３ 破 断 線 １ ５ の 破 断 強 度 よ り も 大 き く す る た め に 、 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 連 結 部 ５ ７ ｑ の 長 さ  
の 総 和 を 、 第 ３ 破 断 線 １ ５ の 連 結 部 １ ５ ｑ の 長 さ の 総 和 よ り も 長 く す る こ と が で き る 。 ま  
た 、 第 ２ 破 断 線 ５ ７ の 切 込 部 ５ ７ ｐ に 対 す る 連 結 部 ５ ７ ｑ の 比 率 を 、 第 ３ 破 断 線 １ ５ の 切  
込 部 １ ５ ｐ に 対 す る 連 結 部 １ ５ ｑ の 比 率 よ り も 大 き く し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ＜ 変 形 例 ＞
　 図 ５ は 、 上 述 の 実 施 形 態 に 採 用 可 能 な 変 形 例 の 蓋 部 １ ７ ０ を 有 す る カ ー ト ン １ ０ １ の 斜  
視 図 で あ る 。 本 変 形 の 蓋 部 １ ７ ０ の 第 ２ 切 除 部 ５ ９ と 重 な る 部 分 に は 、 開 口 部 １ ７ ７ が 設  
け ら れ る 。 開 口 部 １ ７ ７ は 、 上 天 面 パ ネ ル １ １ ０ に 予 め 設 け ら れ る 。 開 口 部 １ ７ ７ が 設 け  
ら れ る こ と で 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ の 切 除 前 に お い て 、 蓋 部 １ ７ ０ を 閉 塞 す る 場 合 に 、 開 口 部  
１ ７ ７ か ら 第 ２ 切 除 部 ５ ９ の 一 部 を 露 出 さ せ 、 第 ２ 切 除 部 ５ ９ の 印 刷 Ｐ １ を 外 側 か ら 視 認  
さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 第 ２ 切 除 部 ５ ９ の 切 除 後 に お い て は 、 蓋 部 １ ７ ０ を 閉 塞 す る  
場 合 に 、 開 口 部 １ ７ ７ か ら カ ー ト ン １ ０ １ の 内 部 を 露 出 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 以 上 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 お よ び そ の 変 形 例 を 説 明 し た が 、 実 施 形 態 お よ び 変 形 例 に お  
け る 各 構 成 お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ 等 は 一 例 で あ り 、 本 発 明 の 趣 旨 か ら 逸 脱 し な い 範 囲  
内 で 、 構 成 の 付 加 、 省 略 、 置 換 お よ び そ の 他 の 変 更 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 本 発 明 は 実 施 形  
態 に よ っ て 限 定 さ れ る こ と は な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
１ ， １ ０ １ … カ ー ト ン 、 ２ … ブ ラ ン ク 板 、 １ ０ ， １ １ ０ … 上 天 面 パ ネ ル 、 １ ２ … 折 れ 線 部  
、 １ ３ … 第 ３ 切 除 部 、 １ ５ … 第 ３ 破 断 線 、 １ ５ ｐ ， ５ ６ ｐ ， ５ ７ ｐ … 切 込 部 、 １ ５ ｑ ， ５  
６ ｑ ， ５ ７ ｑ … 連 結 部 、 ２ ０ … 後 面 パ ネ ル 、 ３ ０ … 底 面 パ ネ ル 、 ４ ０ … 前 面 パ ネ ル 、 ５ ０  
… 下 天 面 パ ネ ル 、 ５ １ … 第 ２ 側 面 パ ネ ル （ 側 面 パ ネ ル ） 、 ５ ６ … 第 １ 破 断 線 、 ５ ７ … 第 ２  
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破 断 線 、 ５ ８ … 第 １ 切 除 部 、 ５ ９ … 第 ２ 切 除 部 、 ７ ０ ， １ ７ ０ … 蓋 部 、 １ ７ ７ … 開 口 部 、  
Ｐ １ ， Ｐ ２ … 印 刷
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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